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2
会社概要・沿革
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雪印メグミルクグループは、
3つの使命を果たし、
ミルクの新しい価値を創造すること
により、社会に貢献する企業であり
続けます。

ॢঝشউ੫৶［１］

「コーポレートスローガン」

消費者重視
経営の実践

ዽেਓषभ
貢献

乳（ミルク）
にこだわる
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ॢঝشউ੫৶［２］

コーポレート
シンボルマーク

商号
雪印メグミルク株式会社
MEGMILK SNOW BRAND Co.,Ltd.

ਝয়ফা 2009ফ（平成21ফ10ك月1日

所在地
（本社）東京都新宿区本塩町13番地
ਨਲైචূય၈໘6丁目1番1号كః੶মق

ৱমস 200億円

従業員数 4,887名（連結、2017ফ（平成29ফ3ك月31日）

上場取引所 東京証券取引所、札幌証券取引所

代表取締役শ ਧஏ 啓治

会社概要
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য়ञठ

హᐌ 佐藤善七

ଅড়
৸ऩଅऋ৸ऩ୫મ॑ुञैखؚ
৸ऩ୫મऋ৸ऩয॑ਛघॊ؛

ഌ୬
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沿革［1］

雪印メグミルクの歴史は
ਨਲংॱشऊैऽॉऽखञ
धৎपংॱشଲୗ॑৫؛ૐ৬॑ତइؚীਃभ
使い方から指導した。1926ফೣقਮ੪ফكप近代的工場が
दऌथऊैमؚਈৈષटऐَ॑ഀਨਲংॱُشधखथ
販売し、信頼を築いた。

日本で初めてチーズの
大規模製造を始めました
1928ফೣقਮ3ফكごろからチーズの研究・試作、試験販売を
始め、1932ফೣقਮ7ফكには工場を建設し製造をスタート。
1934ফೣقਮ9ফكभਲ਼ઉऊैਲ਼ॉજोਢলभాயदؚ
またたく間に日本初の大規模チーズ専門工場となった。

研究を通して、
ঝॡभਟ॑ิःथऌऽखञ
研究部門が設置されたのは1933ফೣقਮ8ফكのこと。加工技術
ृਛীؚ༳भଢ଼॑ষढथऌञ؛जभؚైචଢ଼ਚؚ
技術研究所（現ミルクサイエンス研究所／埼玉県）、チーズ研究所
؛৫ਝखؚমતऩଢ଼৬॑ତइञ॑كق
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沿革［2］

৸ዽ৴

雪印メグミルクਝয়৽༬

2011ফقਛ23ফ4ك月

合併

2009ফقਛ21ফ10ك月

経営統合
100% 100%

2003ফقਛ15ফ1ك月

事業分割 乳製品事業 ධમ؞ॹ२شॺহ

1925ফقপਫ14ফكਝয়

2000ফقਛ12ফك
雪印乳業・食中毒事件

2002ফقਛ14ফك
雪印食品・牛肉偽装事件

1972ফೣقਮ47ফك
َ৸ُਝয়
َ৸ઉُਝয়

1954ফೣقਮ29ফك
「৸ዽ৴ُਝয়

1996ফقਛ8ফك
「ジャパンミルクネット」
ਝয়

1948ফೣقਮ23ফك
َ৸භ৴َُ৸৴ُਝয়

雪印メグミルク

雪印メグミルク

日本ミルクコミュニティ雪印乳業

ਨਲଲዽਲ਼ੌ়

雪印乳業 日本ミルクコミュニティ

ジャパンミルクネット

全農

全農直販雪印乳業
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؛াपৰखथःऽघڭাधڲणभহ੯ऋেखञڮফؚ؞

ਗથपेॊؚષସपঢ়घॊ৶ੰ২ॸ५ॺभৰؚ؞
食中毒事件当時の報道番組の視聴などを実施しています。

・事件経験者に加え、未経験者も含めたパネリストにेॊୈؚ
会場の役員を含めた参加者同士（23عكपेॊਔৄઐఌ॑ষढथःऽघ؛

・活動内容は動画におさめて、全社で共有しています。

୫भிભ॑ਘऎੳखؚટञखथःऎऒध॑࿐अभણ
عഀभহ੯॑௯৲औचऩःع
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事件を風化させない活動

9

10

雪印メグミルク品質保証システム（MSQS)

كਊभ્শق
੫৶৩ভ

品質
部会

消費者
部会

表示
部会

3つの専門部会



2 事業内容
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天然果汁

ዽੇ

雪印メグミルク

消 費 市 場

ＪＡ等

輸入チーズ

生乳（ミルク）
販売委託

マーガリン
（油脂） ฟؚධમؚংॱؚشচॢشঝॺؚॳش६ऩन

植物油（コーン油等）

乳業メーカー

販売委託

販売

広域指定生産者団体
（ホクレン様など）

植物油から商品へ
果汁

ୟোਉમ

বਉમ

事業のしくみ（概要）
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セグメント

13 13

事業分野の
売上構成比

４７％

6％

３6％

7％

3％

ධમ؞ॹ२شॺథ७ॢওথॺ

市乳事業分野乳製品事業分野

ニュートリション 事業分野 ༩મ؞ர၈事業分野

乳製品セグメント

༩મ؞ர၈७ॢওথॺ

その他
セグメント

事業内容

バター、油脂、
チーズ（国内・国外）、
その他乳製品 など

ฟ؞ධમؚচॢشঝॺؚ
ટᅑ؞ཅ؞ჳධમؚ
デザート など

粉乳（国内・海外）
機能性食品、栄養剤、
機能性素材 など

༩મؚரقฝൃ؞༩મ؞
作物・野菜）・造園
肥育牛 など

グループ
企業

雪印メグミルク
甲南油脂
八ヶ岳乳業
エスアイシステム
チェスコ
雪印オーストラリア
雪印メグミルクインドネシア
ニチラク機械
クレスコ など

雪印メグミルク
みちのくミルク
八ヶ岳乳業
いばらく乳業
エスアイシステム
ਕਮৢਓ
直販配送
グリーンサービス
クレスコ など

雪印ビーンスターク
雪印メグミルク
台湾雪印・雪印香港
雪印上海
雪印オーストラリア
イーエヌ大塚製薬
アミノアップ化学
ベルネージュダイレクト
など

雪印種苗
雪印種苗アメリカ
ূ༩મ
ロイヤルファーム
RFペンケル牧場
RFஒฝৃ など

༩મ؞ர၈

事業内容
事業分野と概要

市乳乳製品
ニュートリ
ション

YBS、雪印パーラー、雪印こどもの国牧場

14



乳製品事業分野［1］

乳製品づくりの技術を活かした
௹ऊऩ௯ृઠनऐभଐः
商品を、東南アジアを含め販売。

マーガリン

৻ऩૹષमਨਲਓभে॑
100%ઞ৷खञَഀਨਲ100」
シリーズのカマンベールチーズや
さけるチーズ。

ナチュラルチーズ

1925ফقপਫ14ফكから製造
販売を手がけ、変わらぬおいしさ
と新しい価値を提供。

バター

1934ফೣقਮ9ফكから製造販売
を手がけ、2013ফق平成25ফك
からにはインドネシアにおいても
チーズを製造販売。

プロセスチーズ

15

スキムミルクチーズ

乳製品事業分野［２］

市場シェア（2017ফ3月期؟ঋش५ك

バター

34%
1位

マーガリン

35%

16% 48%

1位

1位 1位

16



乳製品事業分野［３］

事業所・グループ会社

17

雪印メグミルク
（本社）

雪印オーストラリア

雪印メグミルクインドネシア
（MSBI）

雪印メグミルク 工場
雪印メグミルク 研究所

雪印メグミルク 関係会社

幌延工場

札幌研究所

甲南油脂

八ヶ岳乳業

チーズ研究所

ৄੵৃ
チェスコ

ミルクサイエンス研究所

興部工場

なかしべつ工場
別海工場

磯分内工場

大樹工場

乳製品事業分野［４］

研究開発

雪印メグミルク
ミルクサイエンス研究所
札幌研究所
チーズ研究所

総合乳業メーカーにおける研究開発
の中心的な担い手として、乳製品の
味や食感、チーズ・バターに関する
研究やナチュラルチーズの製造技術
の伝承など乳製品に関する多岐に
わたる分野を研究し、その成果を
ྟৡँॊૹષपणऩऑथःॊ。

18



॑ඵౕگ
味覚だけでなく、
視覚、嗅覚からも、おいしさを実感

こんがり焼けて
おいしそう 焼けたチーズ

が 香ばしい

おいしい

19

研究৫হ乳製品事業分野［５］

19

こんがり焼ける とろけるスライス

市乳事業分野［１］

Dole®भટᅑධમؚੈঈছথॻ
भཅධમؚ॥ششऩन؛

ટᅑ؞जभभධમ

おいしさキープ製法で作った
雪印メグミルク牛乳、カルシウム
॑ਘ৲खञਃચਙධમऩन؛

ฟ؞ධમ

食感やミルクの味わいなどに
こだわった、プリン、ゼリー
など。

デザート

ॺभႯपেऌञऽऽඍऌশऎ
とどまる「ガセリ菌SP株」を使った
「恵 megumi」シリーズなど。

ヨーグルト

20



牛乳 ධમ

ヨーグルト デザート

市乳事業分野［２］

市場シェア（2017ফ3া؟সપঋش५ك

7% 21%

11% 12%

3位 2位

2位 2位
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市乳事業分野［３］

事業所・グループ会社

雪印メグミルク 本社・工場
雪印メグミルク 研究所

雪印メグミルク 関係会社

みちのくミルク

京都工場 野田工場

ਲഠੵৃ

札幌研究所

川越工場ミルクサイエンス
研究所

福岡工場
ઋૺੵৃ

名古屋工場

豊橋工場

八ヶ岳乳業
雪印メグミルク
（本社）

札幌工場

京都工場池上製造所

いばらく乳業

22



市乳事業分野［４］

研究開発

雪印メグミルク
ミルクサイエンス研究所
札幌研究所

総合乳業メーカーにおける研究開発
の中心的な担い手として、乳酸菌・
ミ ル ク の 成 分 と 健 康 機 能 、
加工技術、容器包装など、ධમ・
デザートに関する多岐にわたる分野
を研究し、जभਛટ॑ྟৡँॊૹષ
につなげている。

23

市乳事業分野［５］ 研究৫হ

24

2012.09.28 内臓脂肪蓄積抑制作用について
2012.10.16 ຓఢ୰に対する抗炎症作用について
2012.10.24 免疫系の活性化とストレス軽減効果について

2012.12.05 インフルエンザウィルスに対する感染予防効果について
2013.06.05 線虫のํ୵భশとその作用機構について

2015.07.12 ヒト試験で脂質排出作用を確認

【主な学会発表】

2014.10.16  インフルエンザウィルスの感染予防効果メカニズム解明について

2015.05.25届出 ガセリ菌ＳＰ株ヨーグルト３品
2015.06.15届出 ガセリ菌ＳＰ株ヨーグルト１品
2016.04.19届出 फ़७জ༳ۅۈઙচॢشঝॺق୧ଦ௧৷2ك品

【ਃચਙં୫ષधखथਭ৶】

2016.05.15 ग़ॿঝॠشાੜਸ৷を確認

ガセリ菌ＳＰ株

2017.04.17RSウイルス感染防御効果を確認
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市乳事業分野［６］ 研究৫হ

25

（2016ফ২ 2品発売）
୧ଦ専用

（個食タイプ）

乳酸菌での確認は世界初！

小型プラボトル成型機
を1 機増設

＋

機能性表示食品भඍলऋਭ৶されたガセリ菌ＳＰ株ヨーグルト

（ドリンクタイプ） （個食タイプ） （アロエ） كலয়थق

（2015ফ২ 4品発売）

（ドリンクタイプ）

“ガセリ菌ＳＰ株が内臓脂肪を減らす”

েਓੜৡੜਘ

ਲഠੵৃ

1ライン⇒２ライン ２ライン新設

2016ফ8月 2017ফ5月 2018ফقك

＋京都工場
（東日本） كਧমق

小型プラボトルライン েਓચৡमؚ
当初の約4倍へ

ニュートリション事業分野［１］

ミルクから生まれた「MBP」
などの機能性素材を使った
サプリメント、健康食品を
取揃えている。

機能性食品事業

機能性素材事業
「AHCC」、「オリゴノール」等、
天然由来素材を活用した
機能性健康食品、
化粧品素材を提供。

਼ਰभಟଢ଼ਛટ॑
生かし、安心して育児ができる
粉ミルクを中心に提供。

粉乳事業

「栄養」を科学的に探究・検証し、
病気の方や高齢の方の病態・状態
॑અൟखञர౭ുදؚၭ୫୮
支援食および口腔ケア用製品を
製造・販売している。

ಏ෫౭ുহ

26



ニュートリション事業分野［２］

事業所・グループ会社

雪印ビーンスターク 本社・工場
イーエヌ大塚製薬 本社・工場
雪印メグミルク 研究所
雪印メグミルクグループ 関係会社

札幌研究所

雪印ビーンスターク（本社）

ミルクサイエンス研究所

雪印オーストラリア

アミノアップ化学 雪印ビーンスターク（群馬工場）

イーエヌ大塚製薬
（東京本部）

ベルネージュ
ダイレクトॖشग़ॾপౖଲఇقਨੵৃك

イーエヌ大塚製薬（本社・花巻工場・開発研究所）

ഀനಔਲ 台湾雪印

スノー・マーケティング
雪印香港

27

ニュートリション事業分野［３］

研究開発

雪印メグミルク
ミルクサイエンス研究所
札幌研究所

総合乳業メーカーにおける研究開発の中心的な担い手として、乳酸
菌・ミルクの成分と健康機能、粉乳に関する研究など多岐に
わたる分野を研究し、जभਛટ॑ྟৡँॊૹષपणऩऑथःॊ。

雪印ビーンスターク・商品開発部
ಟपஅऽोॊਛীृ௮ऌभଢ଼、ेॉಟपःు৷भ
開発を中心に進めている。

イーエヌ大塚製薬・開発研究所
পౖॢঝشউधુলৱदਝয়औोञॖشग़ॾপౖଲఇभ৫ଢ଼
ਚदमؚୢउेलஂ૧प൴घॊञीपؚ౭ു॑ఐ৾पർ؞
検証し、安心でより優れた製品の開発を進めている。

アミノアップ化学・研究部
ৗखःে৶ણਙସभർด、有効成分の構造決定、作用機序の解明
ऩनभଢ଼॑ষढथःॊ。

雪印メグミルク・札幌研究所

雪印ビーンスターク・商品開発部、
雪印メグミルク・ミルクサイエンス研究所

28



༩મ؞ர၈事業分野［１］

肉用牛の素牛を導入し、肥育、
肥育牛の出荷・枝肉販売まで
॑ฮखथষअ؛

肥育事業

ฝൃ؞༩મؚཅؚ
緑肥作物の種子、花き種苗
など。

種苗事業

ਁୱ؞ඌଡ଼؞൦ୱୗਛध
ଵ৶ؚો৲ृ५এشॶਝ
の芝生造成。

緑化造園事業

َുฟ৷༩મ௧৷ଲୗছॖথُ
から、地域に合わせた乳牛用、
ฟ৷ଦ়༩મ॑ஔ؛

༩મহ

29

༩મ؞ர၈事業分野［２］

事業所・グループ会社

雪印種苗 本社・工場
雪印種苗 研究農場
雪印種苗 関係会社

雪印種苗アメリカ

TACSしべちゃ

峩峋峘岹༩મ

લඕ༩મ

ূ༩મ

ロイヤルファーム

雪印種苗（本社）

ਨਲଢ଼ৃ

苫小牧工場

雪印種苗
（東京本部）

宮崎研究農場

ಧਣੵৃ

୴ଢ଼ৃ

30



༩મ؞ர၈事業分野［３］

研究開発

31

雪印種苗・研究農場
（ਨਲ、୴、宮崎）
牧草・༩મ、野菜、緑肥作物、
花き、芝生・植生など多岐にわたる
ীभਉரেਓृષரଐ॑ਤीथ
いる。

雪印種苗
ਨਲ研究農場新研究棟
2017.6月竣工

32

３ 2016ফ২भౚ状況
＆

前中期経営計画の総括
（2017ফ3月期）



増収増益
ق   ਹ இ ؚ ৽ ଞ ਹ இ ك

■ 配 当 ■

普 通 配 当 40円 連 結 配 当 性 向 20.9％

■ 経営成績 ■
2016ফ3月期

売 上 高 5,783

140  ਹ இ

2017ফ3月期

5,879

187

増 減 額 前 期 比

（億円、％）

142

150

202

129

৽ ଞ ਹ இ

＋96

+47

+60

▲20

101.7

133.9

142.5

86.3ෞ ਹ இ ※

※親会社株主に帰属घॊਊෞਹஇ

連結業績［経営成績と配当］
2017ফ3月期

33

利益 +00％増

主な施策

乳製品

実績 前期比

2,323 102.4

117 123.9  ਹ

ධમ؞ॹ२شॺథ

実績 前期比

༩મ؞ர၈

実績 前期比

その他

実績 前期比

（億円、％）

売 上 高

  ਹ இ

宣伝促進費の効果的な活用
積極的なプロモーションの展開

েਓચৡभੜਘ
（小型ボトルタイプドリンクヨーグルトライン増能）
プロダクトミックスの改善

2,774 103.0

46 201.2

430 93.6

12 145.9

350 97.3

11 83.1

ਛশ分野（チーズ・ヨーグルト）の事業拡大؝１
ਅറৱ設備の最大活用؝２
ॺథभহଡୗ改革شॹ२؞ධમ؝３

ධમ؞デザート類 ਹஇ+88％増

34

連結業績［セグメント別内訳］
2017ফ3月期



ਹஇ 前期比＋88％増

資材単価差等 その他

販売ੜਸपेॊਹஇੜ ＋24 ▲13

＋20

＋20

＋9

▲10

▲10

製品構成差

エネルギー単価差

宣伝促進費の増加

減価償却費の増加

増益要因 合計 ＋80 減益要因 合計 ▲33

＋7

140億円

2016ফ3月期

187億円

2017ফ3月期

＋47億円

増減額

コストダウン

35

৴ਹஇੜਏभ内訳
2017ফ3月期

1
▶ 生産ラインの集約化、プロダクトミックスの改善 など
事業構造改革

2
▶ ৄੵৃ؞ਲഠੵৃभ়৶৲ટؚেਓચৡभੜਘ
ਅറৱਝभਈপણ৷

3
▶ ｢ガセリ菌SP株｣ૹષණ؞ৡॳش६ණभਲ਼ఁপ
ਛশীभহఁপ

▶ 機能性素材（MBP®）の商品ラインナップ拡大
▶ インドネシアにおけるチーズ事業の展開拡大 など

4
▶ 資本・業務提携にेॊেਓ৬भ強化
機能強化と体制整備

36

取組みの成果
前 中 期 経 営 計 画 総 括



連結業績推移

37

৯ఏभਛ૾ய
前 中 期 経 営 計 画 総 括

38

４ 雪印メグミルクグループの
শビジョン＆計画

উশঅ४ঙথ2026شঝॢكڭ）
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2017ফ২の連結業績予想

（2018ফ3月期）
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উশঅ४ঙথ2026شঝॢكڭ）
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2017ফ২の連結業績予想

（2018ফ3月期）

୭ੳنবه
（１）グ ル ー プ শ  অ ४ ঙ থ 2026

40

বেেਓमॺঞথॻ 735万トン

2016ফ

資料：農林水産省｢牛乳乳製品統計｣

বেেਓ

家計消費支出における乳製品支出動向

国内乳製品市場は
ಇশॺঞথॻ
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乳製品ાभ動向
（世界）

਼ੀभଲષાमఁপ

台 湾

香 港

中国 （上海）

マレーシア

シンガポール

EU

ਨ ৪

オセアニア

オランダ

上海
台湾香港

インドネシア

オーストラリア

乳原料等の輸入

乳製品の海外輸出

海外起点の事業展開

｢乳の国 際化｣が進展

୭ੳن海外］
（１）グ ル ー プ শ  অ ४ ঙ থ 2026

策定の背景・目的
（１）グ ル ー プ শ  অ ४ ঙ থ 2026

42



Transformation ＆ Renewal
「変革」、जखथಌऩる「進化」へ

事業ポートフォリオの変革
Transformation

হਛশ੍॑इॊেਓ৬भਤ৲
Renewal

グループ経営の推進
Group Management

総投資額

3,000億円

4,000億円

43

ਅറのコンセプト［１］
（１）グ ル ー プ শ  অ ४ ঙ থ 2026

事業ポートフォリオ変革の方向性

環境変化への対応と
収益基盤の強化

バター、油脂、
チーズ（国内・海外）

ৗञऩਛশਃভলध
高収益事業への育成

粉乳（国内・海外）、機能性
食品 など

༩મহ૨৲ध
ர၈भৡহषभਛশ

༩મ、種子（牧草・༩મ作物
・野菜）、造園 など

収益基盤確保、ਛশを牽引
する事業への構造転換

牛乳・ධમ、ヨーグルト、
果汁・野菜・ჳධમ、デザート

44

ਅറのコンセプト［２］
（１）グ ル ー プ শ  অ ४ ঙ থ 2026



調達･生産体制構築
競争基盤の確保

1

研究開発起点の
｢ものづくり｣

働き方改革の推進
ਛশ੍इॊয౫भਛ

グループ経営資源活用
଼ଥৡҩ়ৡभਈপ৲

হএشॺইज़জड़੍॑इॊਅറ

2

3 4

45

ਅറのコンセプト［３］
（１）グ ル ー プ শ  অ ४ ঙ থ 2026

第1ステージ 第2ステージ 第3ステージ

ଃਜ৸ਙभનয়

৳पेॊ
ৱৡभল

ঽഞৱমૻ૨
50％以上

キャッシュフロー創出

শঅ४ঙথਛ

配当性向
30％以上

安定的配当の維持
配当性向20％以上

・キャッシュの創出
・高付加価値カテゴリー
へभਅറৱ

ଃਜૠभ保持؞
・পਅറৱ

46

キャッシュフロー配分方針
（１）グ ル ー プ শ  অ ४ ঙ থ 2026



2026ফ২（10ফ）のゴールイメージ

財 務 指 標 （ 目 処 ）
連結ROE 8％以上

連結自己ৱমૻ૨ 50%以上 連結配当性向 30％以上

৴ਹஇ
400億円ع300

2016ফ২
連結売上高

5,879億円 2016ফ২
৴ਹஇ

187億円

連結売上高
8,000億円ع7,000

47

経営指標
（１）グ ル ー プ শ  অ ४ ঙ থ 2026

第1ステージ 第2ステージ 第3ステージ

2019ع2017 2022ع2020 2026ع2023

位置付け

役 割

Transformation
（変革）の始動

グループ経営の
始動･推進

Transformation
（変革）の加速

グループ経営の
展開強化

Renewal（進化）へ

グループ経営の
加速･進化

・収益基盤の複数化
キャッシュフロー
の最大化

・生産体制進化への
着手

・収益੦ೕभનয়

・生産体制進化の
本格始動

・4事業分野による
収益の安定的創出

・調達・生産体制の
確য়

48

ロードマップ［3つのステージ］
（１）グ ル ー プ শ  অ ४ ঙ থ 2026
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উশঅ४ঙথ2026شঝॢكڭ）
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2017ফ২の連結業績予想

（2018ফ3月期）

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

ਅറのコンセプト

事業এشॺইज़জड़੍॑इॊਅറ

研究開発起点の「ものづくり」による新たな価値の創造

人材の多様性を尊重した生産性の高い組織の構築

ॢঝشউ৽ৱ౺ણ৷पेॊ଼ଥৡ؞়ৡभਈপ৲

Transformation（変革）の始動と
グループ経営の始動・推進

事業ポートフォリオ変革

ਅറऩ৹؞েਓ৬ଡണपेॊ଼ଥ੦ೕभન৳

عਛশ੍॑इॊয౫भਛध௮ऌ্भਤع

ع グループ収益基盤の強化 ع
੦মਅറ

50



事業ポートフォリオ変革
ع グループ収益基盤の強化 ع

1.バターの安定供給とブランド強化
2.チーズभشॲঞ५ன৫पेॊಌऩॊਛশ

1.ਃચਙ॑ກधखञচॢشঝॺभਅറఁপ
2.プロダクトミックスの最適化

1.ਃચਙ୫ષহभਛশঔॹঝ構築
2.価値訴求による粉乳事業भ଼ଥৡਘ৲

1.ர၈হभਅറ拡大
2.༩મহभ૨৲पेॊઽஇਙ向上

51

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［１］

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［２］

52

ৡ商品群強化による市場拡大

1 バターの安定供給とブランド強化

2 ੇ൦৷ৡチーズの販売強化と
生産体制強化
●大樹工場インフラ整備
●国産ナチュラルチーズ強化
（カマンベール・さけるチーズなど）

६ৡ商品拡大شউট७५ॳٴ
（6P・ベビーチーズなど）

3 業務用ॳش६भৗৃ৫ิ
●スライス・ダイス・シュレッドチーズの拡販
●ソフトチーズの新商品投入

［大樹工場］



53

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［３］

チーズのボーダレス展開にेॊಌऩॊਛশ

1 国産商品の輸出（家庭用・業務用）

2 海外生産・海外販売拡大
●雪印メグミルク商品展開
●海外拠点の活用

プロセスチーズ拡大 ナチュラルチーズ拡大

雪印メグミルクインドネシア 雪印オーストラリア

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［４］

54

ガセリ菌ＳＰઙੳੴ২॔ॵউ

ドリンク

ਃચਙচॢشঝॺभਅറఁপ

1 েਓચৡभੜਘ、供給体制強化→ 80億円設備投資

3 マーケティング強化

2 商品ラインナップの拡大

ਲഠ名工場 ＋ 京都工場 ライン新設
ハード

ਲഠ名工場
プレーン

ਲഠ名工場
ソフト

協同乳業
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（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［５］

プロダクトミックスの最適化

1 ॹ२شॺ؞ঃش९ॼঝॱॖউभૹષৡਘ৲

ルナ物産 デザートライン新設

2 乳ධમभৈહਸக৲

56

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［６］

ਃચਙ୫ષহभਛশঔॹঝଡണ

1 毎日骨ケアMBP®を軸とした市場拡大

2 商品ラインナップの拡大

3 マーケティング投資の強化
＜機能性食品事業の売上高推移＞



1 海外粉乳事業としての新たな展開
［妊産婦向け･成人向け粉乳導入拡大］

［ಟଢ଼継続、Web活用ن

価値訴求による粉乳হभ଼ଥৡਘ৲

2 海外ブランド統一

3 独自性のある育児用粉乳事業推進

ع 国内外の拡大展開 ع

57

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［７］

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［８］

58

ர၈হभਅറఁপ
（牧草・トウモロコシ）

1 ༩મ作物・野菜・緑肥作物・微生物事業の
ಇশपよる収益性の拡大

2 新研究棟をਹ৷खञ଼ଥৡभある
新品種・新技術の開発

雪印種苗株式会社
ਨਲ研究農場新研究棟

2017.6月竣工

緑肥種子 業界№1チモシー［ホライズン］ エダマメ［夏風香］
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事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［９］
（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

༩મহभઽஇਙ

［牧草・飼料などの商材と技術サポートを組み合わせた営業展開］
1 総合提案型営業の推進

効率的な調達・生産・物流体制の構築

トータル
サポート室

種苗
事業

༩મ
事業

2

①グループ会社･パートナーとの連携強化
②国内外における安定調達推進
③国内乳資源の確保と有効活用
④将来॑ৄྚइञেਓ体制進化への着手

①研究開発起点の付加価値創出
研究開発体制・機能の強化
オープンイノベーションの推進

②需要創造型・高付加価値商品の開発推進
③マーケティング機能の強化

①人材の多様性確保
ਙ活躍推進、採用の多様化

②業務改革
時短ਤҩ୧ඐਜ導入

③人材育成
新たな研修体系、グループ人材育成

①グループ・バリューチェーンの強化
グループ会社･パートナーとの連携

②グループ・コーポレート機能の強化
ガバナンス
品質保証
環境活動

ਅറな調達・生産体制構築による
競争基盤の確保

研究開発起点の「ものづくり」による
新たな価値の創造

人材の多様性を尊重した
生産性の高い組織の構築

グループ経営資源活用による
଼ଥৡ؞়ৡभ最大化

عਛশ੍॑इॊয౫भਛध௮ऌ্भਤع

60

事業এشॺইज़জड़੍॑इॊਅറ
（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019



目標経営指標（連結）

2019ফ২
目標値

6,300

220
（3.5%）

400

売上高

 ਹ இ
(ਹ இ ૨ )

2016ফ২
実績

5,879

187
（3.2%）

338

ಇশ૨
（2016ফ২ৌૻك

107.2%

117.6%

118.3%

（億円）

EBITDA

61

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

経営指標［１］

セグメント別売上高／営業ਹஇ
（億円）

乳 製 品

ධમ؞ॹ२شॺ

༩ મ ர ၈

そ の 他

合 計

2019ফ২৯ఏக

売上高 ਹஇ

2,500 130

3,000 70

440 12

360 8

6,300 220

2016ফ২ৰౚ

売上高 ਹஇ

2,323 117

2,774 46

430 12

350 11

5,879 187

ಇশ૨（2016ফ২ৌૻ）

売上高 ਹஇ

107.6% 111.1%

108.1% 152.2%

102.3% 100.0%

102.8% 72.7%

107.2% 117.6%

62

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

経営指標［２］



投資および財務状況等भৄৢख

項 目 水準（目処）

設備投資額 770億円（3ফੑك

連結ROE 8％以上

৴ঽഞৱমૻ૨ 40％以上

連結配当性向 20％以上

৴થਹઝଋৈ 約750億円（2019ফ২ଜك

経営指標［３］

63

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2019

উশঅ४ঙথ2026شঝॢكڭ）
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2017ফ২の連結業績予想

（2018ফ3月期）
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■ 配 当 ■

普 通 配 当 40円 連 結 配 当 性 向 20.9％

■ 経営成績 ■
2017ফ3月期

売 上 高 5,879

187  ਹ இ

2018ফ3月期

6,000

195

増 減 額 前 期 比

（億円、％）

202

129

205

130

৽ ଞ ਹ இ

＋120

＋7

＋2

＋0

102.1

104.0

101.1

100.1ෞ ਹ இ ※

※親会社株主に帰属घॊਊෞਹஇ

連結業績予想［経営成績と配当］
2018ফ3月期（連結業績予想）

65

乳製品セグメントのうち、
ニュートリション事業

乳製品

業績予想 前期比

2,375 102.2

112 95.6  ਹ

ධમ؞ॹ२شॺథ

業績 予想 前期比

༩મ؞ர၈

業 績予想 前期比

その他

業績 予想 前期比

（億円、％）

売 上 高

  ਹ இ

2,842 102.4

61 131.9

421 97.9

10 79.7

362 103.2

12 108.9

216 113.7売 上 高

連結業績予想［セグメント別内訳］
2018ফ3月期（連結業績予想）
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187億円

2017ফ3月期

195億円

2018ফ3月期

＋7億円

増減額

販売ੜਸपेॊਹஇੜ ＋38 ▲23

＋5

＋24

＋3

▲16

▲8

▲5

製品構成差

宣伝促進費の増加

資材単価差等

増益要因 合計 ＋70 減益要因 合計 ▲63

コストダウン

▲4

販売単価差 乳価差

減価償却費の増加

エネルギー単価差

エネルギー単価差 ▲7その他

৴ਹஇੜਏभ
2018ফ3月期（連結業績予想）
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৯ఏ
2018ফ3月期（連結業績予想）
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ਹஇ
減価償却費
売上高

連結売上高 6,000億円
連結営業ਹஇ 195億円
連結EBITDA 350億円

連結売上高 6,300億円
連結営業ਹஇ 220億円
連結EBITDA 400億円

6,400

6,300

6,200

6,100

6,000

5,900

5,800

5,700

5,600

400

300

200

100

02016ফ২ 2017ফ২ 2019ফ২

（億円）

EBITDA
338億円

ਹஇ
187億円

売上高
5,879億円

EBITDA
350億円

ਹஇ
195億円

EBITDA
400億円

ਹஇ
220億円

売上高
6,000億円

売上高
6,300億円

（計画）（計画）

2020ফ3月期（ਈીফ২৯ఏ）
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5 CSR経営

69

経済 環境 社会

੫৶भৰਠ

グループ企業価値の向上

株主 ዽেਓ 従業員・OB

マスコミ

お取引先
関連企業সਃঢ়

ষ

ৢ؞ঘش२ش

地域社会
お客様・消費者

CSR経営［１］

雪印メグミルクグループCSR
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CSR経営［２］ 経済側面
経済

安全で安心していただける商品・サービスの提供を通して皆様の健康に寄与する

お客様の声の傾聴（お客様センター）

ミルクの価値を高める商品の提供
كম୫໖ৗୂَરೢॵॺೖُق

েেਓभఁপधዽஷ௪قTACSしべちゃ）

独自भષସ৳३५ॸपेॊષସଵ৶भජೲ

71

CSR経営［３］ 環境側面
環境

かけがえのない地球環境の保全に貢献する

৲ણभਤقਨਲૂप୨भਝ઼كમૡఌपेॊCO2の削減
（別海工場 液化天然ガス貯蔵タンク）

୭ਔभق୭ઇؚଢ଼ఊभৰك

ISO14001の認証取得
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CSR経営［４］ 社会側面
社会

ভभਏடपનपૢइؚ୫भ௫खऔधপજऔ॑पघॊ

ዽधभ歴史館

५এشॶপভषभੈඑق१ॵढ़كش

食育活動

地域貢献活動（牧場まつり 雪印こどもの国牧場）スポーツ支援（雪印メグミルクスキー部）

特殊ミルクの製造・供給

73

「ミルク未来創造企業」へ
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মৱમप੶ൗऔोथःॊౚ୳ऩनभలਟप関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき、
ਊऋਖ਼खञৄৢखदँॉؚजभਛ॑ਊधखथ৺൶घॊະ຺भुभदमँॉऽच॒؛
また、実際の業績等は、業況の変化等にेॉؚমৱમभ୳ਯகध౮ऩॊৃ়ऋँॉऽघ؛


